
各区の取組各区のまちづくりの取組

札幌市の花―スズラン

札幌近郊の原野や火山灰大地にみられるユリ科
の多年草で、６月ころに鈴形の白い小さな花を
穂状に咲かせます。

札幌市の鳥―カッコウ

ホトトギス科の渡り鳥で鳴き声からこの名がつ
いたといわれ、鳴き声は世界的に有名で、大き
な毛虫を好んで食べます。

札幌市の木―ライラック

モクセイ科の落葉かん木で花の色は大別し
て白と紫の２色あり、アメリカ人が札幌へ
持ち込んだのが日本で最初といわれていま
す。
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中央区

（シンボルマーク）

中央区ホームページ
「市電のふるさと中央区」

面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

46.42㎢
148,231世帯
253,736人

▲市民の憩いの場となっている大通公園

▲中央区マスコットキャラクター 「中ウォークん」

　▲地域のお祭りに参加する「中ウォークん」

 〈概　　況〉

　中央区は、北区と東区とはJR函館本線で、白
石区と豊平区とは豊平川で、南区と西区とは南西
部山地の稜線で境界を接し、文字通り市の中央部
に位置している。
　明治の初め以来、札幌の中心として計画的なま
ちづくりが進められ、官庁や企業の近代的なビル
が立ち並ぶ一方、円山や藻岩山、豊平川など豊か
な自然にも恵まれている。
　また、時計台や札幌市資料館などの歴史的な建
造物が多く残り、札幌コンサートホールKitara（キ
タラ）、札幌オリンピックミュージアムなどの文
化施設や、札幌駅前通地下歩行空間 （チ･カ･ホ）、
創成川公園、札幌市北３条広場 （アカプラ）、も
いわ山ロープウェイも整備されるなど、魅力ある
都市空間を形成している。

〈まちづくりの取り組み〉

　中央区は、まちづくりセンターを地域活動や情
報交流の拠点として、住民、企業、学校、活動団
体などが連携を深めるとともに、アダプトプログ
ラムによる環境美化活動の推進のほか、多世代ス
ポーツイベントの開催など、安心安全で住みよい
環境づくりや、地域のにぎわい・ふれあいのある
まちづくりに取り組んでいる。
　また、区内各所の歴史や文化、まちづくりの取
り組みなどを集約したデジタルマップ 「まちのモ
トマップ」 や、区内の各施設を巡りながら、地域
の魅力を体感する周遊企画「まち『推し』ラリー」

により、区のあらゆる魅力を発信する取り組みを
行っている。
　このほか、令和４年度に誕生したマスコット
キャラクター「中ウォークん」を活用し、区の取組
みのＰＲや地域に対する愛着の醸成を図っている。
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（シンボルマーク）

面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

63.57㎢
142,598世帯

288,346人

北区ホームページ
 「みてきて北区」

▲百合が原公園

◀ ぽっぴぃ

平成 31 年春、北区のまちづく
り全般を担うキャラクターと
して「ぽっぴぃ」が認定され、
以来、お祭りやイベント等様々
な場面で活動し、地域の方々
に親しまれている。

北　区

〈概　　況〉

　北区は市の北部に位置し、東は創成川と旧篠路
村境界で東区に接し、西は新川を境に西区と手稲
区に接している。また、南はＪＲ函館本線で中央
区に接し、北は発寒川、茨戸川、石狩川を境に石
狩市、当別町と隣接している。
　地形は平坦で山がなく、多くの河川や屯田防風
林など、特徴的な自然景観を有している。また、
地質・地盤は南地域の一部を除き、粘士質の土な
らびに泥炭からなり、軟弱である。
　昭和20年代までは、区の南部が市街化しており、
他の地区は農業・酪農地帯であった。30年代に入
り、札幌市の人口規模の急膨張に並行して、新琴
似、屯田、篠路地区などの市街化が進んだ。そ
の後、あいの里などの地域も市街化が進み、現在、
人口は約29万人と10区の中で最も多い。

〈まちづくりの取り組み〉

　北区では、地域住民や学生と連携した各種まち
づくり活動をはじめ、高齢者等が安心して暮らせ
るよう、地域連携による見守り支え合い活動の推
進や、健康寿命延伸を目指した健康づくりなどを
地域住民と協働で行っている。
　また、「北区歴史と文化の八十八選」 や 「農村
歌舞伎」 のＰＲ等、地域の特色ある歴史や文化を
生かした取組や、隣接市町との交流による活力あ
るまちづくりを進めている。
　さらに、令和４年８月より、北区北部地域の区
民の利便性向上を図るため、篠路出張所の機能拡

充を行い、出張所の増築とバリアフリー化、福祉
分野19項目の窓口サービスを新たに開始した。
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（シンボルマーク）

面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

する防災普及啓発を実施している。
　また、東区と協力して地域貢献を行う企業・団
体等（タッピーフレンズ）と連携しながら、魅力
と活力にあふれるまちづくりを進めている。

　さらに、区内の大学や専門学校等と連携したひ
がしく健康・スポーツまつりや、東区を拠点に活
動する女子サッカーチーム「ノルディーア北海道」
の区民応援デーなど、幅広い世代の方々が気軽に
健康づくりやスポーツに触れられる取り組みも実
施している。

56.97㎢
133,388世帯

263,774人

〈概　　況〉

　東区は札幌市の北東部に位置している。東は白
石区・江別市・当別町と、西と北はを創成川と旧
篠路村境界で北区と、南はＪＲ函館本線を境に中
央区と接している。人口は北区に次いで２番目に
多く、約26万人となっている。
　東区は農業、工業、商業の三拍子がそろったバ
ランスの取れたまちである。農業では、経営耕地
面積が10区中２番目の広さであり、東区の特産
であるタマネギのほかコマツナを多く栽培して
いる。工業では、明治時代からの工業地帯である
苗穂地区にＪＲ苗穂工場や大規模な食品工場があ
り、丘珠地区には鉄工団地がある。
　東区には大規模施設が相次いで整備されてい
る。平成７年に 「札幌市農業体験交流施設 （さと
らんど）」、９年に 「札幌市スポーツ交流施設 （つ
どーむ）」 がオープンした。17年には故イサム・
ノグチ氏の設計による 「モエレ沼公園」 がグラン
ドオープンとなり、いずれも札幌を代表する施設
として多くの市民が利用している。

〈まちづくりの取り組み〉

　東区では、区役所と区民・企業・各種団体との
連携を深めながら、地域の特色を生かした 「区民
が主役のまちづくり」 を進めている。
　主な取り組みとしては、安全安心なまちづくり
を目指して、各地区の自主防災活動を支援すると
ともに、若年層や子育て世代等の多様な世代に対

▲モエレ沼公園（テトラマウンド）

▲令和４年に30周年を迎えた東区のマスコット
キャラクター「タッピー」。さまざまなイベ
ントに登場して愛くるしい顔と姿で区民らに
広く親しまれている。

東区ホームページ
 「ようこそひがしく」

東　区
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面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

創造するまち」 として、まちの魅力の発見・発信、
宮城県白石市や登別市と連携した魅力向上にも取
り組んでいる。
　さらに、目標③を実現するため、絶えず窓口対
応や庁舎案内の改善などの検討を行っているほ
か、広報さっぽろやホームページなどを活用した
情報発信を行っている。
　これらの取り組みの一環として、区内の地域
団体・企業等で構成される 「白石区ふるさと会」 
と「白石区ふるさとまつり」 や 「白石でっち奉公

（小・中学生就労体験）」 
などの事業を共催してい
る。
　白石区のマスコット
キャラクター 「しろっ
ぴー」 は、雪だるまをモ
チーフとしたフォトコン
テストなど、様々なイベ
ントに登場し、多くの市
民に親しまれている。

34.47㎢
111,443世帯

211,362人

白石区ホームページ
「おもしろいし WEB」

▲しろっぴ－

〈概　　況〉

　白石区は市の東部に位置し、北側は江別市と、
南は東北通を境に豊平区及び清田区と接する。ま
た、東は厚別区、西は豊平川を境に中央区と東区
に隣り合う。
　区内には、ＪＲ線、地下鉄東西線、国道12号、
道央自動車道などの各種交通網が整備されてお
り、本市の交通の要衝となっている。
　また、区の東部には、流通センターが広がっ
ており、道内の物流拠点となっているほか、「札
幌コンベンションセンター」 や 「ＪＩＣＡ北海道

（札幌）」 などの施設があり、本市の集客交流や国
際交流の拠点としての役割も担っている。

〈まちづくりの取り組み〉

　白石区では 「白石区に住んで良かった・住み続
けたい」 と思える魅力あるまちづくりを進めるた
めに、目標① 「安全・安心で快適に暮らせるまち」、
目標② 「地域のチカラ、魅力の向上」、目標③ 「区
民のための区役所」を掲げている。
　目標①を実現するため、「安心して暮らせるま
ち」 として、地域防災力の強化のほか、子育て支
援の充実、地域福祉の向上に取り組んでいる。ま
た、「快適で憩いのあるまち」 として、環境にやさ
しいまちづくり、健康づくりの推進、より快適な
冬期環境の実現に向けた取り組みを進めている。
　また、目標②を実現するため、「元気で活力の
あるまち」 として、札幌市未来へつなぐ町内会さ
さえあい条例に基づく支援、区民や企業自らによ
るまちづくりへの支援、新たなにぎわいを創出す
るための取り組みを実施しているほか、「魅力を

白石区

▲札幌コンベンションセンター
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（シンボルマーク）

面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

ぽろ駅周辺地区では、現在、大規模複合開発に

よって、より魅力的に生まれ変わろうとしており、

区では、再整備したふれあい広場あつべつを活用

したイベントの誘致を進めるほか、「厚別区民ま

つり」 をはじめとするイベントの開催支援を行う

など、活力ある厚別のまちづくりを目指した 「新

さっぽろ駅周辺地区のにぎわいづくり」 を進めて

いる。

〈概　　況〉

　厚別区は、市の東部に位置し、北東は江別市と、

南東は北広島市と接する。また、南は清田区と、

西は厚別川、一部三里川を区境に白石区と隣り合

う。面積は24.38平方キロメートルと10区の中で

最小である。

　地形はＪＲ函館本線を境に、北の平野部、南の

丘陵部に大きく分かれ、丘陵部は厚別川、野津幌

川、三里川、小野津幌川が流れ、全体にゆるやか

な起伏となっている。

　街並みはＪＲ新札幌駅、地下鉄新さっぽろ駅付

近を中心とした商業地区と周辺の住宅地からなる

が、野幌森林公園など豊かな自然環境にも恵まれ

ている。

〈まちづくりの取り組み〉

　より多くの区民がまちづくりに関心を持って、

地域の課題に積極的に取り組める機会を設けるた

め、「あつべつ区民協議会」 への支援を行い、区

民を主役としたまちづくり活動を推進している。

　さらに、厚別区のにぎわいの中心である新さっ

厚別区

▲多くの区民でにぎわう 「厚別区民まつり」

厚別区ホームページ

24.38㎢
58,387世帯
122,789人



各区の取組

204

（シンボルマーク）

面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

〈概　　況〉

　豊平区は、札幌市の南東部に位置し、北は東北
通で白石区、西は豊平川を隔てて中央区、南西部
は南区、東は清田区と接している。
　望月寒川・月寒川・吉田川などの河川、また南
部には緑豊かな丘陵地や山林があるなど、豊かな
自然に恵まれている。また、「札幌ドーム」 など
のスポーツ施設のほか、「さっぽろ羊ヶ丘展望台」 
などの観光施設や大学・研究機関も充実している。

〈まちづくりの取り組み〉

　豊平区では、「スポーツ」、「健康」、「安心安全」 
をキーワードにまちづくりを進めている。
　区民を対象としたフィギュアスケートやタグラ
グビーの体験会、札幌ドームでのスポーツイベン
トの開催、健康フェアや健康セミナー、ウオーキ
ングマップの配布、花植えにより美しい街並づく
りを目指す 「とよひらＨＡＮＡ―ＬＡＮＤ」、区
にゆかりの深いリンゴの活用など、地域や学校、
企業、プロスポーツチーム等と連携しながら、豊
かな自然や恵まれた施設環境といった区の特長を
生かした事業を展開している。
　また、防災・防犯・交通安全に関する知識の普

及啓発にも力を入れている。
　区のキャラクター 「こりん」 と 「めーたん」 も、
区や地域が行う各種事業に登場するなど、区のＰ
Ｒや区内の魅力を発信するために活躍している。

豊平区ホームページ
「夢ひらく花ひらくとよひらく」

46.23㎢
123,217世帯

227,163人

▲区のシンボルであるリンゴの並木

▲区のキャラクター （こりん ･めーたん） と

　リンゴの形を取り入れたロゴマーク

　（アップルスマイル）

豊平区
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面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

〈概　　況〉

　清田区は市の南東部に位置し、白石区、厚別区、
豊平区、南区、恵庭市、北広島市の４区２市と接
している。区域のおよそ３分の２は、緑豊かな丘
陵地と山林に覆われ、南北に縦断するあしりべつ
川 （厚別川） をはじめとする多くの河川や、白旗
山を有する市最大の市有林があり、雄大な自然を
身近に感じることができる。
　区内には梅の名所として知られる 「平岡公園」 
や、庭園や樹木を楽しめる 「平岡樹芸センター 

『みどりーむ』」 のほか、200を超える公園、緑地
が整備されている。自然と調和した街並みが作ら
れており、持ち家率は10区の中で最も高い。
　また、国際スキー連盟公認のスキー距離競技場
である 「白旗山競技場」 があり、夏はサッカー場、
冬はクロスカントリースキーのコースとして開放
されているほか、2017冬季アジア札幌大会の会場
やワールドカップサッカーのキャンプ地として活
用された実績もある。
　平成30年の北海道胆振東部地震において、大き
な被害を受けた里塚地区については、令和３年度
までに公園の再整備を含めた全工事が終了した。

〈まちづくりの取り組み〉

　清田区では、「多くの方が行き交い、安心で住
み続けたいまち」 を目指し、地域団体と協力しな
がら、区民の満足度を高めるとともに、区外から
の交流人口の増加に取り組んでいる。

清田区ホームページ
「きよた Fan 倶楽部」

59.87㎢
46,060世帯
110,020人

▲きよフェス 2023

▲きよたスイーツ売店ときよっち

清田区

　これを実現するため、４つの取組テーマ （①賑
わいづくりの拡大、②区内外への情報発信、③多
様な地域活動と交流の促進、④子育て世帯、高齢
者の取組充実） を掲げ、ふれあい区民まつり、き
よたマルシェ、きよフェス等のイベント、スイー
ツ店を巡るスタンプラリー、豊かな自然に触れる
ネイチャーツアーなど、産官学が連携しながら区
民と協働のまちづくりを進めている。



各区の取組

206

（シンボルマーク）

面　積
世帯数
人　口
（令和5年10月 1日現在）

〈概　　況〉

　南区は、市の南西部に位置し、小樽市、千歳市、
恵庭市、伊達市、京極町、喜茂別町そして赤井川
村の４市２町１村と接している。面積は657.48km2

で全市域の約60％を占め、南北に37.6㎞、東西に
33.2㎞の広がりをもつ。区内には無意根山や空沼
岳など標高1,000mを越える山々がそびえ立ち、真
駒内川をはじめとした大小100余りの河川が豊平
川へと注いでいる。市街地は平坦な北東部とこれ
らの河川に沿って形成されている。
　豊かな自然に恵まれた区内には、滝野すずらん
丘陵公園や真駒内公園など大規模な公園・緑地や
市民の水がめである豊平峡ダム、定山渓ダムがあ
るほか、札幌国際スキー場など多くの憩いの場が
整備されている。　
　農業は果樹栽培が盛んで、観光果樹園は市民の
人気を集めている。また、150年以上歴史のある
定山渓温泉には、市内外から毎年多くの観光客が
訪れている。
　このほか PMF（パシフィック・ミュージック・
フェスティバル）や、札幌国際芸術祭が開催され
た札幌芸術の森や軟石採掘場跡を造成した石山緑
地など、新しい芸術文化の発信地となっている。

〈まちづくりの取り組み〉

　南区では、地域の皆様の安心・安全で豊かな暮
らしを守るため、福祉・健康・子育て、防災、道
路・公園の維持管理などの取組を進めるとともに、
豊かな自然環境をはじめとした区の魅力のPRに

も力を入れている。
　南区ゆかりの有識者で構成するミナミナク・
アートプロジェクトでは、区内にキャンパスのあ
る札幌市立大学や東海大学などの若い世代や、地
元アーティストと連携し、アートを通じた心豊か
で魅力あるまちづくりを進めている。また、手作
りの氷や雪のキャンドルで地域を彩る「雪あかり」
は、冬の風物詩として親しまれている。
　そのほか、まちづくりセンターの地域自主運営
が進んでおり、まちづくりセンターを拠点として、
地域住民が主体的に取り組むまちづくり活動を支
援している。

南区ホームページ
「ゆたかな緑きよらかな水みなみ区」

▲芸術文化の発信地である札幌芸術の森

▲大自然に囲まれた定山渓と定山渓ダム

657.48㎢
62,705世帯
133,921人

南　区
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〈概　　況〉

　西区は、市の西部に位置し、東側は中央区に、
南西側は山岳地帯に沿って南区に、西側は手稲区
に、そして北東側は新川と琴似川をはさんで北区
に接している。10区の中で南区に次いで２番目の
広さがあり、区の中央部を流れる琴似発寒川の扇
状地として発展した。
　区の北側、発寒北地区には鉄工団地などを有し、
札幌市産業の重要拠点の一つとして地場産業が根
付いている。区の中央、琴似地区は古くから札幌
の西の拠点として、区役所などの公共施設やさま
ざまな商業施設が集まり、発展を遂げている。ま
た、宮の沢地区に生涯学習総合センター（ちえり
あ）が、八軒地区に西健康づくりセンターが整備
され、多くの市民の活動の場として利用されてい
る。

〈まちづくりの取り組み〉

　西区では、市内唯一の環境推進区として、
SDGs （持続可能な開発目標） の視点を踏まえつ
つ、「誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり」 「地
域の豊かな自然環境や文化芸術を生かしたまちづ
くり」 「市民感覚を大切にした地域とともに進め
るまちづくり」 を区政運営の方針として、区民が
主役の持続可能なまちづくりを進めている。
　各施策の主な取組としては、区職員、学校職員
及び地域住民による避難所開設訓練等の実施や、
子育てを支援する 「こそだてインフォメーション　
さんかくやまべェのへや」 の運営などを通じて、

▲コトニジャズ（地下鉄琴似駅にて撮影）

▲環境キャラクター

　さんかくやまべェ

西区ホームページ
「Hello ！西区」

75.10㎢
106,969世帯

217,412人

西　区

誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりを進めて
いる。
　また、琴似発寒川の一斉清掃、やまめの稚魚放
流をはじめ、「西区環境まちづくり協議会」を中
心とした、区民や企業と共に行う環境に優しいま
ちづくりを進めるとともに、「西区文化フェスタ」

「コトニジャズ」「コトニクラシック」を開催する
など活発な文化芸術活動を生かしたまちづくりを
展開している。
　さらに、二十四軒手稲通（通称：ラベンダー通
り）では、沿道の住民・企業との協働によりラベ
ンダーの植栽や植樹桝の除草など、地域とともに
まちづくりを進めている。
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手稲区

手稲区ホームページ
「ていねっていいね」

56.77㎢
62,322世帯
141,389人

「あいくる」 は、手稲区のにぎわいづくりの拠点
であり、区民の文化・芸術活動の紹介の場として
積極的に活用されている。
　平成21年には、マスコットキャラクター 「てい
ぬ」 が誕生し、区主催の行事をはじめ、地域や商
店街等のイベントにも登場しているほか、SNSな
どをとおして区のイメージアップと地域の活性化
に活躍している。

〈概　　況〉

　手稲区は、市の北西部に位置し、小樽市、石狩
市に接している。市内でもとりわけ自然に恵まれ
た地域であり、特に南西部には区のシンボルであ
る手稲山を始めとする山々が広がっており、乙女
の滝の優美な姿、春の桜や秋の紅葉は多くの市民
の目を楽しませているほか、登山、ハイキング、
スキー、スノーボードといったスポーツ、レクリ
エーションの場としても親しまれている。
　また、手稲山口地区を中心に栽培されているカ
ボチャ （大浜みやこ） やスイカ （サッポロスイカ） 
などの名産品は、テレビ番組や雑誌などで紹介さ
れるなど多方面から注目を集めている。

〈まちづくりの取り組み〉

　手稲区では、「人に優しいまちづくり」 と 「ふ
るさと手稲づくり」 をまちづくりの目標に掲げ、
魅力ある区の地域資源を活用しながら、区民が住
んでいて良かったと実感できるまちづくりの実現
に向けて取り組みを進めている。
　夏の風物詩 「ていね夏あかり」、生涯スポーツ
社会実現を目指した 「スポーツ・レクリエーショ
ン祭」 などの区民との協働によるこれらの取り組
みは手稲区を代表する行事として定着している。
　また、ＪＲ手稲駅橋上化とあわせて整備された 

▲手稲山

▼冬はスキー

▲手稲区の夏の風物詩として定着した「ていね夏

　あかり」とマスコットキャラクター「ていぬ」


